
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
の
事
例
紹
介

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
の
事
例
紹
介

 
「
住
民
参
画
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
」
を
支
援

「
住
民
参
画
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
活
動
」
を
支
援

　

令
和
６
年
度
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
を
活
用
し
て
実
施
し
た

「
ウ
ニ
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
「
祭
の
音
２
０
２
４
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
く
学
ぶ

「
ウ
ニ
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

ウ
ニ
の
学
校
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

積
丹
町
の
観
光
資
源
の
柱
・
ウ
ニ
を

「
食
」
以
外
の
視
点
か
ら
も
注
目
し

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
令
和
３
年

度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
内
の

水
産
業
に
か
か
わ
る
人
々
の
活
動
や

取
り
組
み
の
現
状
を
、
町
内
外
の
子

ど
も
か
ら
大
人
、
企
業
ま
で
体
験
型

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
幅
広
く
理
解

を
深
め
ら
れ
る
内
容
を
企
画
し
て
い

ま
す
。

　

主
催
団
体
の
Ｓ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｎ

海う
み
も
り森

学
校
（
小
山
彩
由
里
代
表
）
で

は
、
８
月
10
日
に
地
元
漁
業
者
の
協

力
を
得
て
、
水
中
で
暮
ら
す
海
の
生

き
物
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
お

魚
タ
ッ
チ
プ
ー
ル
」(

写
真)

を
開

催
し
ま
し
た
。
ヒ
ト
デ
や
ウ
ニ
と

い
っ
た
身
近
な
生
き
物
か
ら
、
め
っ

た
に
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
沖
に
生

息
す
る
魚
が
大
集
合
し
ま
し
た
。

10
月
中
旬
に
は
、「
海
森
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー
」
、
10
月
下

旬
に
「
積
丹
産
ブ
ラ
ン
ド
鰤ぶ

り

・
鰤し

ほ

う宝

ツ
ア
ー
」
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

同
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
詳
細

は
、
海
森
学
校
Ｈ
Ｐ
：https://

umimori.club/

の
活
動
レ
ポ
ー
ト

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
年
連
続
３
回
目
の
開
催

「
祭
の
音
２
０
２
４
」

　

「
積
丹
を
盛
り
上
げ
た
い
！
」
と

令
和
４
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
「
祭
の

音
」
は
今
年
で
３
回
目
と
な
り
、
主

催
団
体
の
積
丹
町
祭
の
音
実
行
委
員

会
（
五
十
嵐
慎
一
郎
委
員
長
）
は
、

８
月
31
日
に
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
前

駐
車
場
で
「
祭
の
音
２
０
２
４
」
を

開
催
。

　

ソ
ー
ラ
ン
節
発
祥
の
地
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
積
丹
町
鰊
場
音
頭
保
存
会
や

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
チ
ー
ム
の
演
舞
、

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

や
プ
ロ
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
会
場
を
盛

り
上
げ
、
地
域
住
民
も

観
光
客
も
一
緒
に
楽
し

め
る
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

会
場
中
心
に
設
置
し

た
や・

・

・

ぐ
ら
を
囲
む
よ
う

に
積
丹
町
商
工
会
女
性

部
の
皆
さ
ん
が
つ
く
る

「
浜
鍋
」
な
ど
の
出
店

や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
が

設
け
ら
れ
、
夜
ま
で
に
ぎ
わ
い
が

続
き
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
に
お
披
露
目
さ
れ
て

か
ら
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
シ
ャ

コ
タ
ニ
ア
ン
音
頭
」
も
町
内
に
浸

透
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
全
員
で
の
「
シ
ャ
コ
タ

ニ
ア
ン
音
頭
」
を
踊
り
お
さ
め
た

ラ
ス
ト
に
は
、
野
塚
漁
港
か
ら
花

火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
祭
典
を
締

め
く
く
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
町
で
は
助
成
団
体
・
事

業
者
に
よ
る
事
業
報
告
会
を
今
後

予
定
し
て
い
ま
す
。
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　札幌大谷大学・短期大学部の専門性を生かした当町の地域

資源の発掘や人材育成を目的に平成 30 年に締結した当町と

の社会連携協定の一環として同短期大学部保育科の早
はやさか

坂聡
さ と こ

子

准教授を招き、保育所職員研修会を９月 11 日に開催しまし

た。

　びくに保育所、みなと保育所の両保育所には、８名の保育

士を含む 17 名の職員が保育業務に関わっています。子ども

たちと保護者に信頼される職員を目指す職員にとって、毎日

の業務と自己研
けんさん

鑽の両立の難しさが課題です。平成 29 年に

小学校学習指導要領の改訂と同時に保育所保育指針も改正と

なり「子どもを権利の主体」とすることが再定義され、より

一層保育者の資質の向上が求められていることから、研修会

では、主体的な保育の実践や子どもの非認知能力を育むため

の適切な声掛けや関わり方などを学びました。

　今後も職員一人一人の保育技術の向上を目指し、保護者が

安心して預けられる公立保育所の運営に職場ぐるみで取り組

みます。

 　　 　　＝ 札幌大谷大学と連携 / 積丹町の保育力向上を目指して ＝

　"" 研研
け ん さ んけ ん さ ん

鑽鑽に励む "に励む "　町町保育所職員研修会保育所職員研修会

▲　 早坂先生の講話（びくに保育所）

しゃこたん　軽トラ市
～特産品を求め、来場者でにぎわう～

９
月
14
日
、
美
国
漁
港
海
岸
で

積
丹
町
商
工
会
（
馬
場
龍
彦
会
長
）

が
主
催
す
る
『
し
ゃ
こ
た
ん
軽
ト

ラ
市
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
に
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
は
５
回
目
と
な

り
、
今
回
は
町
内

10
の
農
業
者
や
飲

食
店
な
ど
の
事
業

所
が
参
加
。
ジ
ャ

ガ
イ
モ
や
カ
ボ

チ
ャ
、
色
鮮
や
か

な
パ
プ
リ
カ
な
ど

の
新
鮮
な
野
菜
が

販
売
さ
れ
、
イ
カ

や
鮭
な
ど
の
魚
介

▲

類
、
焼
き
そ
ば
や
ク
レ
ー
プ
、
町
内

特
産
品
等
を
求
め
て
町
内
外
か
ら
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

しゃこたん　軽トラ市しゃこたん　軽トラ市
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